「本当の力」　2009年4月26日　聖日家族礼拝　ネヘミヤ8:10
１．今から100年も昔のことです。アメリカに“アンドリュー・カーネギー”という人がおりました。

　　実はこの人、世界一のお金持ちだったんです。でも、とってもやさしい顔をしていますね。イエス様を信じて、多くの人に愛を分け与えた、立派な働きをした人だったんですよ。

　　そんなカーネギーさんですが、最初から愛にあふれた立派な人だったわけではありません。

２．カーネギーさんは、工場の社長さんでした。その会社は、とっても大きな会社でした。

それもそのはず、カーネギーさんは厳しい人で、工場の人たちをめいっぱい働かせていたので、会社はどんどん成長していったんですね。
３．その頃のカーネギーさんは、お金のことしか考えていませんでした。どうしたら会社が大きくなるか、どうしたらもっとお金持ちになるか・・・そればかりを毎日毎日考えていたのです。

４．家族はカーネギーさんのことを、とても心配していました。

妻「あなた、お金がすべてじゃないわ。もっと工場の人たちのことを考えてあげて。」

子「パパ、僕たちのことももっと大切にしてよ。パパはぜんぜん遊んでくれないじゃないかぁ･･･」

カーネギー「ふん、知ったことか。わしはな、金儲けのことで頭がいっぱいなんだ。工場で働いている者たちのことや、家族のことなどかまっているヒマはないわ。あっちに行っとけ！」

そんなカーネギーさんでしたから、カーネギーさんのことを愛してくれる人は誰もいませんでした。

５．ついには、工場の人たちもみんなカーネギーさんのことが嫌いになりました。こうしてカーネギーさんは、一人ぽっちになってしまったのです。

　 あんなに強がっていたカーネギーさんでしたが、孤独でつらい日々を過ごさなければなりませんでした。誰もカーネギーさんを助けてはくれなかったのです。

６．そんな時、カーネギーさんは教会へ行くようになりました。そしてイエス様のことを信じて、聖書に教えにしたがって生きることを決心したのです。

カーネギー「イエス様、私は今まで間違っていました。お金のことばっかり考えていて、大切なものを見失っていました。イエス様のことも、家族のことも、働いている人たちのことも考えませんでした。ごめんなさい、許してください。そして、私を助けてください！」

７．こうしてイエス様を知ったカーネギーさんは、生まれ変わりました。

カーネギー「これからはイエス様を第一にするぞ。そして多くの人たちに愛を分け与えるような生き方をしていくんだ。私が持っているたくさんのお金は、世界中の人たちのために使うぞ！」

妻「あなた、私うれしいわ。ステキよっ！！」
子「パパ、やったね！」

８．カーネギーさんはそのお金を用いて、世界中に愛を配っていきました。それから100年が経ちましたが、今でも世界中にカーネギーさんが残した色々なものがあるんですよ。美術館、音楽ホール、科学研究所などが、今でも世の中のお役に立っているんです。すばらしいですね。

カーネギーさんが建てた図書館は、世界中のもんをあわせると、何と２８１１もあるんだって！

９．「主を喜ぶことはあなたがたの力です。」ネヘミヤ8:10

お金儲けをすること、有名になること、それらは悪いことではありません。むしろそれはとても大切なことですね。でも、そのために一番大切なことを見失っては意味がありません。

私たちが一番大切にすること、それは主を喜ぶということです。主を喜ぶっていうことは、イエス様を愛し、イエス様に愛されること。そして家族やお友達を大切にするっていうことですね。

おしまい。
